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ゴールするんだと自分に言い聞かせた。 

42km 地点の競技場に入る手前で若い女 

性ランナーと並走した。私は彼女に「ラス 

ト２００m 頑張ろう」と声を掛けた。彼女 

も「頑張りましょう」と答えた。 

ゴール手前で彼女は私に先行してゴー 

ル、私もスピードを上げガッツポーズでゴ 

ールした。後半は km７分ペースでは走れ 

なかったが、５時間９分３８秒で制限時間 

内に完走できた。完走メダルとフィニッシ 

ュタオルを受領した。夏場にフルマラソン 

を完走するのは初めての経験となった。 

大会ホームページから 

大会当日の最高気温は２９．８度 

出走者は４８０９名（ハーフ２２５７名、 

フル２５５２名）、完走者は４１３８名 

（ハーフ２２０７名、フル１９３１名） 

であった。 

 
第 25 回 立山登山マラニック参戦 
(R4.8.27 富山県立山町） 
               福井 正行 
 

海抜 0m の黒崎海岸から立山連峰主峰雄 
山山頂 3003m を目指す総 65km の伝統の 
大会。そのハーフ＆ウオークの部 2500m  
/27km に参加してきました。 

コースは立山ケーブル下標高 475ｍのカ 
ルデラ博物館前をスタート、称名の滝を眺 
めながら八郎坂の激坂を一気に登り、弥陀 
ヶ原の立山アルペンルートをたどり室堂 
2450m へ。山岳ルート約 500m を登って 
雄山山頂ゴールの後、再び室堂まで下山す 
るなかなかハードな設計です。ウオークの 

部と軽く見ていましたが皆さん早い！早 
い！水まんじゅうや餅、ますの寿司などエ 
イドでしっかり補給して進みましたが弥陀 
ヶ原 1900m から冷たい雨。山頂付近は強 
風で低体温症の危険が高いということで大 
会は急遽 室堂ゴールに変更となる。 
八郎坂で足を使い切り、雨のアルペンル 

ートで消耗し「室堂で棄権かな」と思って 
いたので室堂ゴールはラッキー。室堂関門 
を 30 分残して 6:29:59 のタイムで「完 
走」となりました。寒さで震えながら着替 
え、宿まで更に 30 分の苦行。噴煙を上げ 
る地獄谷横「雷鳥荘」の熱々の温泉が最高 
でした。 

翌日は一転して快晴。かねてからの計画 
で地獄谷～雄山～浄土山をぐるり縦走し、 
立山曼荼羅の地獄と再生を体験してきまし 
た。 
タイムは競わない。自分と自然との挑 

戦。素晴らしい記憶に残る大会でした。 
 
おもてなしの 2022 金沢マラソン 
(R4.10.30 石川県金沢市） 
               福井 正行 
 
落選続きの金沢マラソン、第 8 回目にし 
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て順番が回ってきました。観光名所「兼六 
園・金沢城公園」をスタートに歴史的景観 
ゾーンから市街中心～山麓の自動車道～ク 
ランクが続く城下旧街道など多彩なエリア 
を回遊し、新都心から西部緑地公園にフィ 
ニッシュする金沢満喫コース。エイドでは 
金沢老舗の和菓子・洋菓子が次々と現れ、 

32km 地点では金沢カレーが提供される 
など「金沢でしか味わえない 42,195km」 
でした。 

コロナ明けの久しぶりの大型大会。制限 
7 時間の完走目標でジョグに徹したため思 
いのほか足が進みましたが、32km 地点で 
カレーを食べて休んだところ足が全く働か 
ない！足が攣って動けなくなると判断し残 
り 10km を完全ウオークに切替え。結果ネ 
ットタイム 5 時間 25 分で門限を 1 時間半 
残してのフィニッシュとなりました。 

32 ㎞過ぎ、足を止めて歩き出したら背 
中をツンツンする人あり。振り返りながら 
笑顔を送ってくれた福士加代子さんでし 
た。 

ゴールの後はメダル+スポーツドリンク 
+バナナ+ひゃくまん穀おにぎり+とり野菜 

みそと金沢カレーのお土産つき。帰りのシ 
ャトルバスも待ち時間ゼロの観光バス。金 
沢らしいおもてなしにあふれた大会でし 
た。 

 
美ヶ原トレイルランボランティア

レポート 
岡田 光浩  

 
１ 扇峠の配置状況 
 
 ロングコース選手の到着時間 
 1 位 3 時間 28 分頃 
 2 位､3 位 3 時間 35 分頃 
 4 位 3 時間 44 分頃 
 5 位 3 時間 46 分頃 
 6 位 3 時間 47 分頃 
 7 位(女子 1 位) 4 時間 14 分頃 
扇峠には午前 6 時半頃福地さん運転の車 

で到着。 
峠入口でロングコース等の選手を給水所 

に誘導、茶臼峠まで 70m 先左折と口頭で 
「扇峠給水所です」と案内。給水作業の途 
中ロングコースの選手に「水が無いよ」と 
苦情を言われ給水まで確認に行く。 
扇峠から山本小屋までのスイーパーであ 

る長嶋さんと松橋さんが給水係をしてお 
り、給水が無くなっていることを確認。 
その後、スイーパーの長嶋さんと松橋さ 

んが 10 時に出発してから給水係としてエ 
イドのボランティアに従事。 



7 
 

 ロングコースの選手が一段落し、ミドル 
コースの選手が大勢来た時には給水の補充 
が一時的に間に合ったが、一つ手前のエイ 
ドで給水出来なかったためか飲む分とディ 
―バックのリザーブに満タンに補充する選 
手が多く、給水は直ぐに枯渇してしまっ 
た。 

峠までの坂を走って来るミドルコースの 
選手は殆どいなく疲労しているようであっ 
た。 

やっと給水所に着いた選手には「何時水 
が来るのか、ポカリ、コーラは無いのか」 
などど質問された。また、廃屋となってい 
た売店の日陰でリタイアしてバス待ちの選 
手もいた。 

「給水の補充は、前回は 30 分から 40 
分位で来ましたが、今度は何時来るか分か 
りません」と答えた。(救護スタッフから 
聞いた) 

「水が入るかどうかで山本小屋まで行く 
か、リタイアするかを判断するので時間を 
教えてくれ。また、山本小屋には給水があ 
るのか確認できるか」とも質問された。 

その後、ロングのスイーパーをして来た 
伊藤真也さんと一緒に関門時間を延長して 
扇峠から山本小屋まで選手を追尾した。 
 軽トラで搬送した給水タンクの水は飲料 

に適しないということで「かけ水」として 

活用。この水がもし飲料可能であったなら 

ば苦情も少なかったと思われる。 

扉峠給水所前のエイドで水が来るまで 

40 分位待たされたと言っていた選手がい 
た。救護の責任者がその選手の関門時間に 
ついて大会本部に伺いをたて延ばす調整を 

していた。 

12 時 30 分スタートの関門を 5 分延長す 
る決定をしたが、扉峠で聞いていた他の選 
手が多少混乱し、実際は 10 分から 20 分 
位遅れた。最終関門ギリギリの選手 5～6 
人位が我々を先行して山本小屋に向かっ 
た。5 人程のグループは山本小屋手前 500  
m 位で脱落した別の選手一人を追い越して 
行った。このグループは山本小屋にはギリ 

ギリに到着して給水する時間は無かったと 
思う。 
 山本小屋を出発するスイーパーは、途中 
で彼らの何人かがスタート後に追い越し失 
格となっているのに和田宿に向かったと無 
線で言っていたが、このグループだと思わ 
れる。 
 関門時間厳守と言われていたにで関門時 

間の変更は選手らに「拡大解釈や都合の良 

い解釈」をされてしまったと思う。 

 

２ 山本小屋の状況 

 リタイアの選手がバス一台分位いた、彼 

らは長時間待たされていたようであった。 

途中俄雨に降られ、福地さんの車両が到着 

するのを長い時間待った。 

大門峠から２回目のスイーパーをやるこ 

とになっていたが、「福井さんが間に合わ 

ないかも」と言ったので、一緒にスイーパ 

ーをやる福井さんにラインで連絡した。

（救護の人の携帯電話は通信障害のため使 

用不能であった） 

 

３ 大門峠の状況（ロングコースの選手） 

 大門峠には 1 時間位前に間に合って到着 

した。その間、大門峠には関門時間までの 

間ロングの選手が 20 人位が来たと思う。 
エイドには 10 人位のスタッフがいて、水 
は３箱以上、コーラ、ポカリ、飴、バナナ 
など豊富であった。 

74km 地点まで来るとロングの選手は関 
門 10 分位前に殿城登山口に向けて上り坂 
坂を最終ランナーとして走り出していた。 
 もうロングの選手は来ないと無線等で分 
かっていたが関門時間の 18 時まで待って 
スタートした。 
４ 殿城登山口の状況 
殿城登山口（第 7 関門 19 時関門）には 

給水しているロングの選手は一人もいなか 
った。関門１時間のところを半分の 30 分 
位で通過していた。 
殿城登山口エイドステーションからゴー 

ルまでの間、スイーパーの伊藤さん、福島 
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さんと最終ランナーに追いついたのは 80 
地点辺りであった。後ろを振り返り私達に 
気付いたようなので 30m 位離れて追尾し 
て行った。 

ゴールの前のゲレンデに到着する頃（残 
り 4km 位）には真っ暗になっていて、案 
内看板とピンクのコーステープを見落とさ 
ないように走った。 

看板はしっかりと打ち込んであってなか 

なか抜けないものもあり時間が掛かった。 

リボン結び（ちょうちょ結び）のコーステ 

ープは直ぐ外せたが、団子結びのコーステ 

 

 

大会結果 

２位 関   優勝 橋本  ３位 篠原 

ープは取るのに時間が掛かった。（伊藤さん

が持っていたカッターは山本小屋の手前 

で紛失してしまった）  

 

５ 感想 

 「失敗は、成功のもと」 

コース案内と「頑張って下さい」と声を 

掛けると「ありがとうぎざいます」と言っ 

てくれる選手が大勢いました。失敗もあっ 

たけれど成功したことの方が多いかと思い 

ます。 

 

 

 

 

２位 小高     優勝 関   ３位 五十嵐 
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